






















研究の背景および目的 

近年,わが国においては工業化,都市化の進展等により,人間の日常生活の能率化,便化が進

んでいる。その反面,生活の機械化や作業の単調化及び open space の不足等は運動不足を

招来し,人間の健康問題によくない影響を及ぼすよ.うになってきている。 

このように生活環境が変化してくるにつれて,都市幼児に疲れやすい,食欲不振,風邪をひ

きやすいなどの症状を訴えるものが増加し,身体形態発育の向上とは相反する体力の相対

的低下がみられると指摘されている。 

これらは家庭における母親の養育態度と密接な関係があることは否定できず,今後の幼児

期の健康増進などの保健指導上重要な問題として考えられるべきであろう。 

今回は,この観点から幼児期の発達課題としての生活習慣,運動機能,健康度,遊び,環境,事

故災害などを指標として,都市幼児の健康と安全に関する行動形成における母子相互作用

について検討を行なった。本年度の研究においては,①健康・安全行動の形成に関する一般

的傾向について②健康行動の形成に関する因子の多面的分析,③健康行動の形成に幼児の

年令が母親に及ぼす影響について，④健康・安全状態の優良及び不良群に対する心理検査

・母親面接法による分析,⑤安全行動に関する母親の態度について，5課題の研究を行なっ

たが，本報告においては「健康行動の形成に関する因子の多面的分析」と「健康・安全状

態の優良および不良群に対する心理検査・母親面接法による分析」の 2課題について報告

をすることにする。 


